
5弓 火･1■●'J;帝 8℡ 桝 ･1･1*
るが.Jtの幼合も崇tlの3tSt.=は,:ト の団子 1.号之.t日 日.>鶴丸泣くLg) Wユ別 増水技m)
カ:入って果るのC.≡.E3Bi)D袖 IJ故b:空事でも 1t(土Jt袋tl+(,ヨ基liJI三保tt】
る｡ 之の ■ CD姓より告fI々 小鼓沈現と告M に野

各社tiJとJM朋 にヨする東t■ する82電:t･求めると夫 如々し 包し任延上 II;･
伊東Iglの Izzo氏に族ちと r.ヽ.J をlE用L'; 亡Tnの吊軌 こした

斗合

L(p Tけで川した)

=

耶

雌

恥

16

州

脚

.=

籾

州

肌

7

Sj

袖

m

o

巾

e
巾

O

C

巾

り

I

】

1
.
F
I
e
-
8

m

カ

WS
袖

榊

押

印

叫
?

E
.
F
.
淵

10

Ⅵ

-'
x

2T

H

E
.

帥棚
M

FT.

仰8
:A:.
仰

川

:3

1･2
1d

I･M･
L

C
T

'-
礼

-
㌔G

T

･h
=
■
-I-

与

･-

;

≠
は

E｡

別

-1

…

･:
J
m

州

M

叫

l=

2:
…バ

仰

㈹

i: EEい 砂 Tは 士せ7:I-.
I) (A=12) (Az,7.4)
TlJ. lJ1.1

';_T)1 t.ILI

7rl良 nll'I

】R.p(I lチ(.I)
e~n ::l)2

日_L 小 ll

l■Il T】7

ML...
は
i

:決
は
淡
tE

lg
J..
1:ヽ

4乃コ

い1.1I

'.YIl

.qllJ

rJlll

tlll
bTFl HI11 1.11〆;

1I_01 日 叫 HJ(り

1,5r.I I ..l11 2,川

空lITi LIIlrJ 2.7t>'J
2,r'n,6 3J.Tel 85】I

3_2q1, 1.ESL2 1:fY)

･I㈲ 1.71'･'' 15,､や

攣

㌫

L･･75

昌

S.

ニ
ー:I
rO

プ

油

i
l

,;
∵

...･･

.
.1

.:

町
穴

a

!

';I
;
;

3

=･Jt
･Jl
<JJ
r

I

土)響

"
州

.i-;
a;

誓
3..黒

柳

鵬
.
川

霊

1-

tZAも4 ㍍よJt T,2 せ
Jt古内括 n王l ■l苛fFiキ

)7小 llH ..Hll

tJ.ILL, 8LITlI - rg)

37.はn 1･TIIIT
rTTOJ TI小11 {'_YT
1)JJJ'O I.1仰 J.r'ln

火 桑 開 墾 に つ い て

(qFI22 i-･H lJ_0 IH三lt)

甘 い 小 寺t Eり -*･

il Fi3 首

領い訝土に多暮の人E)を有ナる費qに煎きtして

主ftP!Qlを弔挨することはgf･+I.4Jlつr召rAM
･1でもちます･この簾沃ガL?ZEil.fhltH三.ナtt地
tEtAS,1望することであります 昭和 ごl芋加 持

･火書方誌令.昭和23年目1月Z･tF7R辛ヰt! 日大火tql榊 血相 削一色書た氏X他火事桑
折文合にめて2+蘇 才EIEtのEfの大河粗群決の矧 ;火叶玉kt一肌は



火 繋 掬 顎 に つ い て 59

の方法を探しtした,非の群訳は知 lのidlbであウ

iiJ←日

､▲/

ます,tt:の方法で 行きまLt=蚊glTJ一例を京します
とJilの盛りであ りま十.氏の実はぎ諾確頭首士で

:-l _ . r･
1. :qii重 量L7霊 L-一打

rT1

∫･1

:･kifト
.
†i

⊥t.コLiiiiiiiiiiiii---
]

tocE.-Il
eL

いで粗菓78地の御革公をTzすべきであろとき九まし

て火熊取を以く捕丑を行1叫を甘懲され東大LLl本歌

冠亨によって英の*施IB法等に指し研東に落手され

たのでありました｡

火集瓢i生として対l放M火項顎を加工伝理して供

する都とLaE汝Ll仰而凍 1捕 188腐 (忠相ダイナ
-'イト177iJ00 漸比丘)火工品甥は市alのY.]牛ii

としたのでもbます,出し火粟刃妥J)安和に詔して
は俊多の弼E:があったのでありま す.捷東火車項は
島山土木方詞にはaiくLZ用されて11..3-せ んで し

た.太守つき粟土木かヨよこさへ火肇の商用に諜し

ては1-為されていない現T_tであ○よす｡

そこで火iI謁見に拙してはrjt心7)宝玉甘衣は勿論
ですが書確7)故Ifr珊L*をrrって火苛調査の危許なく
億JB急遜且柳 的に山来る和む.t的与思辞させて女

川の両迄託けなければrEl>なb･つたのであり31サー
然し之等Z)開祖もAl何者の鉄心なる窮力に上ケまし

て現況に迦抄L昭和 ILL年tJJ7顎よりlまま辿'=柑

火禁句D書Fがj*大 L昭和 22 年6月迄E=は JLB

qわ出荷を見ました.,,鉛このytにt･-H/トJ>Tイ ' U 'JLもtlJbJゝ L
ナ▼イ咽 で捕史に向けられたものや狩野の手絡El o. - ､''とJrF松 k･■･
qi紀火ZE等を羽村されたもの等の丑も態 冴卓あった

の'eあbt-ト 佃た杯石井盃によbますと昭和 :だ

芸…芸{L;笠,b:孟言霊 三言言霊 "TD;志望忘芸 鐙 ニ ト-I1｣
.革変調垂火繁のTE中正は2'伽 q,i5年熱 t】.'An

凱 旋卜 想那 訓炊 脚 の鵬 は原相 星児,ぢ ∴〔′十L や- J壬･::F'畑 や中

瑞 =_.
'Jl■E)__ -

大領の改訂が行はれました.その話果一般工繁用火
男nL王3-9rp的nJLげに即して新 しい流甘軌こ放

るBil空火萌頂7)CZ指は杜東の阿見火饗現の廿掛こft.
べて娼筆は 1持 1.的OmC･14fB.首憎導火投等
火T.品は 】1-3JhTr.TL均して 16倍といふ非常な
位上げとTLりまして鯉升的の同から火繋珊選が殆ん

ど不可腿lL立糊とIrりtした,炎虞で之に剖B Lま
して火Jnj!旬指elはEl下iul合邦の貯岩に放り瑞相を幣

可されました也班別火熊を3kとして刻塩きれますutl
丑だ兼を 1村井ウ7仙-SDOBE粗度で.8g治すること
として巳下手fR中でありですので連から11細腰晶が

出ろ革と存じtす.I-a下火弔製語合 くせ日東火車叔

里糊 敦.El大火確L梁甘)で行ひました火器捕

塾拾gFの岩畠についてLLl遠べますt

D 火蒲?.弟の方法

腿 の方法は土叫には兼を袈iXして攻牧する方法
功相 中であり髄中も上く労力も少いので主としてこ

L?JIldJ<

(
Iu ヱク _'0

ノ ト t̂･絶 ((/I)

昆…
市いましたものであります,C:蛙11位.形.tg.描
や伺taもありましたb:一先づE:弘之Wltね不として
枚掛こ罫する控頁と群青との郎稀を示したものであ

ります行ttjLした人は全く火兼をはった布かない

人々で之等の人々h:始めて技法した成班でありま
チ.
点上に抜取が出発たU印と○印とのZJ.もろ亀田
を!急を引きますとAと云j緑となり竣低が出先なか

った×印の斗t匝即を示す投を引(とJ与と云ふやにな

bますtA
軌以上は把が行っても

仏
ず代俄がLB来る



60 火 積 t4骨 訟 ･L'iE,Sを 鈴3･4並

7:朋を示しn瞭以下はいつもは仏出来ない混用でも
tIA故とB緑とのII･riZl柵 は蛇芯が山東たりは来
なかったウナる肥田で｣二手下手の雄FLるtE園であり

ます.そこでいろいろ工突研究ナるとJtiaに近づき

つi視軸 ;出来ると三.Sことになります,然し怒g▼
民望lこは火器環技不肌の人 が々書行するのでありま
す~から氏D･＼と71との千丈】のiBに泊,=てやれば-上

の柾燕llGF塵苛税等自身で行1,ものとして利益は含

んでいません)そこで坂野り挺女の脚 式は夫の如
くなります8

10

盲 x''･'L

t･平均匹の I鋲を爆故するに挙すろ

火車gI位

々と玉.i.ことになりませS.脊椎万で行ったこの苧 反書掠fk

均D組を-まと吟と鼓しますとBur･の造りでもbま 今一群をJIげて見ますと

すC 平均 如 ..t技で反7m ･-Ar木としまナ>日 払泳
こltは岩E3,中馬以 払 欠如 に至る IR_た3L ウ火襲廿は

EiBi.Dもの1監合皮故であります,このうち土実を
昆土.火山年土.出 :苛の妊な鎚王の多い煤まのや

放た何 位上位 皆世

年 兼 ,lY,g ･L!% 1品O ll

りr=くい堤g!且を拝iLl益井とするqI斬t･忠Fi:とし 早大a 0Im e･ ilゴ Ⅰ6-
之L=反した土空で9虹の少食ですむ土質を旦毘士と 雷 管 】本 ･Tl 2Sil 14

して分けて戻しました.之を見ますと士可r=J:匂妾 各社血 Im lt巾 -2･21 1)')

萌よさ:太いl=丸ウ良いqrに比べて惑い折で115-】0 火岨 n hr 4ポ TOI2 】t'

LifO巣立を妹 とする布か判ります｡

左 l

･･巨岩 走 去 ± i コ
~■~ I

F T T -

rT 簸 蕎 三 三

I

- p 1

如

.

∵

.t･

･i

･

･t

.;

嬉

糸
空

互

ナ

･
-

"

L/ 之L) J′〉 子J bU bL'
- LL,'t.(Ill)

Ⅶ 隈紫綬#Iこつし､て

馳 丑を頚許して且ますと町 10歩以上の防塁

には火車の駁符帝LPをZ2･ナて人夫只野を沸ってのa

Gz沖Bi亦火葬費用は牡hS-9矧こ欄*します,(こ

と･'J:勺ますから反缶り払星泊l+_牡上掛こ112T7町
疎生であったのが&上彼には約 4400海となり牡

上前のFJ76m昂か▲ることにな○ま十.これで
は賢才的に法りk.ち士せん.そこで立上夜に於て

讃肝的に何とか郎 七ab:山楽ないかを考へて見

3-した○

Ⅳ 年上後の服地方語

これは脈 に棚 牒兼を鼓吹して崩作する噂に

邪Btになる許分をtl'き和Zにならぬ掛 王稚下にそ

のま 現ゝさんとしたのであります○

このやり方は併称こ腰じて世へねはなりません

母へは庇の如く征板もあり接収もあるはなものは

榊方から相集を艶現し丁稚21下的 45⊂rn仕蟻の

部分をhL一鼓します く岡2歩Ra)又給等の証取のrr

ll-i'

叫

小



舶別見出EBe適しナrc(杓tl争町;)

LgJ-3

~ ん 乞
ノL_◆､

-ftの方丘に依りますと田dlに上って藁丑は異〇七

十が温斗九七作るiE注の方法の煤草生I=比して年生

以T.上手にやれば 2-3幻ですひことにな○其の

軽舟い l_07x- で'7=されまi-,拾い Bry示し

3Eナと

雌 繋 20''g lふ

Let市野 3未 19上垣

1抹苦り火事姓費 糾.如_
虻℡詣楚穴i土

且 7x順 子 x･,U･84- -ユ噸 一･

これでも佃相計の瓜段で lCl5の位上げは環講に上

丘 ･7-8叫助辞の雌繋丑の引下げではとても措ひ付

持 す

ないのであります,Ⅶ兼は_#望火鵜tFtの耕dZ*/下1-7
ろことにあるのでi訂注しました樺に火扱空75℡､1奪
い夙丑用火頚lこよりこの反懲りP.やを 2''分J)t乃

至3分の 1になる棒針蓮しているのであります.

然し何れにしましても火兼XEt.A.1>抜.土柏倉の丑用
のか▲る事となりますので抜群諸星をナるには抜胃
35cTL･以下は湧披蚊yJに上り 31･cm 以上を火繋淀

盟とする方夫又は少Jtの火策で砲撃i･.)るかご鼓日

成妓堤をする錐TEI方式等古■英の打払を生かしてE.1

星する¢が長瀬と7F:i:ます【

T 括 t吉

以上4■叩遠べましたが逆上Ll'&はhr鬼火耳が少

しも実れない担不買となCました これ.三大羊で(J)
昏藷が汚くなつ̀こ事で明lqでありま+.nL政市で
決めらt･J=03zE町歩 Sナql3E望計Eも中期和男
とTLりますとGl脚注櫓は大姉になくなって中l<sTf3

'RGJS空地と常夫別件なJ紺 LP与が残りまrDで火残

の力なしでは如何ともなしJXい灰が廿ZFするDは一必

然でありま十.そこ1赦隻丑話せ一上i訂逆しましたは
にI符70UPITJ考 SLk)那Sl糞の先立1鼻架とカ放し

位7火工品をゼr下げして近くが#崇lこ供e:iナろ拝升jE

中でありますのでやb:て又火や3iJtlのit益となる白

の架るのも近いうちと朋片しつつオこ悦i,態々ます｡

爆薬による鋳型の迅速破砕法に裁て

(町1印 23年 _'Tl1R東和)

合 Il 緒 水 B 英一

TI杖 範 方 法

蛸 型は僻幽して耶び蜘 材として使用するが大 衣の二瓶りの方法によって'J冷した8

屯の喝 は之を姐の口より挿入し得ろ大きに破砕し
なければJlら力○従来牝の払辞作不は七ーJ{一等に

(-) 辞孔浸良くや-全町い

抱 の虫に辞孔Ln:の内にLA'1P!七郎･TELだ扱きセ

よってif翌乃外的に切b込みを作り.然る触 の上 て棒型5･故帝する方法

に瀬鍵を欝下させて之を屯挿してLgろが妃の方法は_ (=) 水哩署故

aiくの工鞍と時化を必好とする8然るに今国運糞を 皆型を定蟹の上に荘立さ･>之に水を沌し先の的t=･

併用して斗垂をBi池取掛こ池畔ナる方法を試み非常 て煤発をL.1支させその扮教書ナる水宅によって等唄

に見好な括史を得たので耗Cに共の侵要をた透す を監俸ナる方法｡

る｡ 皿 紅毛経過

･.H虎化やRC工包 (-) 穿孔恐竜




